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MATCHING 2014 in MishimaSAN / GAKU / KAN

産学官マッチング会
2014 in 三島
静岡ＴＴＯは県内外の大学の研究成果を
地域企業の皆様にご活用いただくために、
「産学官マッチング会２０１４in三島」を
下記の通り開催いたします。
本会は、地域のご要望に合わせた研究成果を
ご紹介することによりその活用を促進し、
地域産業の活性化に寄与するものです。
研究者との交流・情報交換の時間もございます。
また、研究者との面談のための
個別相談ルームもご用意しております。
皆様のご参加をお待ちしております。

プログラムの詳細、参加申込については裏面をご覧ください。

主　　催 静岡TTO / 東海iNET / 静岡県

ACCESS

後　　援 しずおか信用金庫 / 静清信用金庫 / 浜松信用金庫 / 沼津信用金庫 / 三島信用金庫
富士宮信用金庫 / 島田信用金庫 / 磐田信用金庫 / 焼津信用金庫 / 掛川信用金庫
富士信用金庫 / 遠州信用金庫　（金融機関コード番号順）

協力機関 静岡県工業技術研究所 / 沼津工業高等専門学校 / 静岡大学 / とよはしＴＬＯ

産

学

官
産

学

官
Best 

Matching

N12月12日［金］13:00～2014年開催
日時

開催
場所

〒411-8644
三島市一番町2-29

三島商工会議所
４階大会議室

参 加 無 料



産学官マッチング会
2014 in 三島

SAN / GAKU / KAN

MATCHING 2014
 in Mishima

発表者名時　間 発表題名 概　　要

開会挨拶　静岡技術移転合同会社 代表社員　柴田 義文

閉会
ポスター・名刺交換・交流タイム

沼津工業高等専門学校
電子制御工学科
助教　青木 悠祐

静岡大学大学院
工学研究科化学バイオ工学専攻
教授　木村 元彦

静岡県工業技術研究所
ユニバーサルデザイン科
上席研究員　易 強

映像・生理・物理計測による
動作評価の新たな試み

医師・検査技師・看護師の
負担軽減を目的とした
医療ロボットの開発

過冷却による細胞保存技術

大田区産業振興協会 事業グループ経営革新担当 医工連携支援室医工連携担当 主任コーディネーター　木川 玲児 氏
産学官連携講演会「大田区における医工連携の取り組み」

13:00～13:05

13:05～13:50

13：50～14:35　

14:45～15:10

15:10～15:35

15：35～16：00

16:00～16:30

16：30

電話番号事業所名

所在地

参加者名

参加者名

参加者名

役職

送り先： match2014@cjr.shizuoka.ac.jp

この用紙に必要事項を記入しお送りください。
送り先： 053－478－1711（静岡大学イノベーション社会連携推進機構）

E-mail

FAX

申込締切
12月10日㈬

産学官マッチング会２０１４ in 三島　参加申込書（１２月１２日開催）

E-mail

役職 E-mail

役職 E-mail

静岡技術移転合同会社（静岡TTO） TEL： 053－415－9109 FAX： 053－415－9109
静岡大学 イノベーション社会連携推進機構 TEL： 053－478－1706 FAX： 053－478－1711お問合せ

FAX：053－478－1711　

PROGRAM

医師・中小企業・工学系大学・医療系製販・公設試、それぞれ現場で活躍する人々が強い思いを抱き、“しっかりと力をためて”新製品
開発にチャレンジする。それが医工連携です。その可能性について皆様と語り合いましょう。

埼玉医科大学 医学研究センター 知財戦略研究推進部門 副部門長 安河内 正文 氏
産学官連携講演会「大学から見た医工連携の取り組み ～医学部との産学連携を成功させるには～」
成長分野として注目されている医療産業参入への足がかりとして、大学等の研究機関を活用する産学連携が医学部を中心に再注目され
ている。埼玉医科大学やその他の医学部を中心とした医工連携の事例紹介およびその際に連携を円滑に進めるスキル等を概説する。

リハビリなど運動評価の現場では、指導者の知識や経験
で、主観 的に行われることが多く、客観評価には大掛か
りなシステムを必要としたため、生体情報 として筋電図、
加速度、関節角度、映像の他、指導者の主観評価を統
合した無線記録評価システムを試作したので紹介する。 

本発表では、現在日本が抱える医療問題のうち、医療
従事者の診断・治療時における負担の増大に着目して
開発を進めている、医師・検査技師支援を目的とした
超音波診断・治療補助ロボットおよび看護師の負担軽
減を目的とした滴下調整デバイスについて報告する。

細胞を-10℃で安定的に過冷却保存する技術を紹介
します。静磁場と、それに対応した核磁気共鳴周波
数の交流磁場を印加することによって、過冷却現象
を安定化できます。

※各研究発表終了後、個別相談（15分程度ずつ）を実施します。場所と時間の都合でお受けできなかった方は、後日あらためて対応させていただきます。


